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（
公
財
）
高
知
県
文
化
財
団
が
管
理

運
営
す
る
当
館
の
ほ
か
、
県
立
歴

史
民
俗
資
料
館
、
県
立
美
術
館
の

3
館
が
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

長
を
い
か
し
た
展
示
を
行
い
ま
す
。

3
館
の
展
示
を
通
し
て
、
幕
末
土

佐
屈
指
の
絵
師
で
あ
り
、
教
養
人

で
あ
っ
た
“
マ
ル
チ
才
人
小
龍
”
の

全
貌
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
当
館
で

は
、
小
龍
と
い
う
人
物
を
輩
出
し

た
時
代
や
人
脈
、
小
龍
が
育
て
た

弟
子
た
ち
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
！

�

河
村 

章
代

「
嘉
永
六
年
ノ
九
月
十
月
ノ

坂
本
龍
馬
カ
茅
蘆
ヲ
訪
来
リ

突
然
ト
云
ヘ
ル
ニ
ハ
時
態
ノ
箏

ニ
テ
君
ノ
意
見
必
ス
ア
ル
ヘ
シ

聞
キ
タ
シ
ト
ア
ル
ヨ
リ
小
龍
大

ニ
笑
フ
ヲ
吾
ハ
隠
人
ニ
シ
テ
書

画
ヲ
嗜
ミ
風
流
ヲ
以
テ
世
ニ
處

ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
世
上
ノ
箏
ニ
ハ

心
懸
ナ
シ
何
ソ
一
説
ノ
ア
ル
ベ

キ
ヤ
ト
云
ヘ
ハ･･･

」

『
藤
陰
略
話
』
に
あ
る
小
龍
と
龍

馬
の
出
会
い
で
す
。
嘉
永
六
年
の

九
月
か
十
月
に
坂
本
龍
馬
が
突
然

訪
ね
て
き
て
、
昨
今
の
世
情
に
つ

い
て
意
見
を
聞
き
た
い
、
と
言
っ

た
そ
う
で
す
。（
時
期
は
、
横
に
小

さ
く「
七
カ
」と「
十
カ
」「
十
一
カ
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
嘉
永
七
年
の
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。）
小
龍
は
は
じ
め
、
自
分
は
隠

遁
の
身
で
書
画
、
風
流
を
た
し
な

む
か
ら
世
情
の
こ
と
に
つ
い
て
意

見
な
ど
な
い
・
・
・
と
笑
っ
て
相
手

に
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
最

終
的
に
は「
攘
夷
は
無
理
。
商
業
を

お
こ
し
国
力
を
つ
け
る
こ
と
が
先
」

と
持
論
を
述
べ
た
、
と
い
い

ま
す
。
結
果
、
彼
ら
は
意
気

投
合
し
、「
・
・
・
人
ヲ
造
ル

事
ハ
君（
＝
小
龍
）
之
ヲ
任
シ

玉
ヘ
吾
ハ
是
ヨ
リ
船
ヲ
専
ラ

ニ
シ
テ
傍
ラ
其
人
モ
同
ク
謀

ル
ベ
シ
・
・
・（
中
略
）・
・
・
君

ハ
内
ニ
居
テ
人
ヲ
造
リ
僕
ハ

外
ニ
在
テ
船
ヲ
得
ヘ
シ
ト
テ

相
別
シ
ス
」
と
な
り
、
小
龍
が
長
岡

謙
吉
ら
弟
子
を
龍
馬
の
も
と
に
送

り
込
む
流
れ
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。

な
ぜ
、
龍
馬
は
、
絵
師
の
小
龍

に
最
近
の
世
情
に
つ
い
て
意
見
を

求
め
に
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

小
龍
は
、
幕
末
か
ら
明
治
時
代

に
か
け
て
活
躍
し
た
土
佐
の
絵
師

の
ひ
と
り
で
す
。
他
方
で
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
自
力
で
帰
国
し
た
中
浜

万
次
郎
ら
漂
流
民
の
取
り
調
べ
を

行
っ
て『
漂
巽
紀
略
』
に
ま
と
め
た

り
、
当
時
最
先
端
の
産
業
技
術
を

有
し
て
い
た
薩
摩
藩
の
反
射
炉
視

察
の
土
佐
藩
士
ら
に「
図
取
り
役
」

と
し
て
同
行
す
る
な
ど
の
経
験
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
海
外
事
情
含

め
当
時
の
様
々
な
情
報
に
通
じ
て

い
た
人
物
で
も
あ
り
ま
し
た
。
だ

か
ら
こ
そ
、
開
国
か
攘
夷
か
国
論

が
揺
れ
る
な
か
、
龍
馬
は
小
龍
に

こ
れ
か
ら
の
日
本
の
あ
り
よ
う
に

つ
い
て
意
見
を
聞
き
た
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
河
田
小
龍
生
誕
2
0
0

年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
れ
を
記
念
し
、

「3館連携企画 生誕200年 河田小龍
　　　 　　―龍馬に世界を教えた男」展

「漂巽紀略」龍馬記念館本（巻3）より「ボストン港」（当館所蔵）

「琵琶湖疏水鳥瞰図」（田邉家資料）（琵琶湖疏水記念館所蔵）

「漂巽紀略」大津本（巻1）より「アジア地図」
（個人蔵・当館寄託）
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10
月
23
日
（
水
）
～
12
月
15
日
（
日
）

　
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館

   「
龍
馬
に
世
界
を
教
え
た
男
」

11
月
1
日（
金
）～
令
和
7
年
1
月
5
日（
日
）

　
高
知
県
立
歴
史
民
俗
資
料
館

   「
土
佐
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
」

11
月
9
日（
土
）～
令
和
7
年
1
月
5
日（
日
）

　
高
知
県
立
美
術
館

   「
激
動
期
へ
の
眼
差
し
」

★
各
館
の
担
当
学
芸
員
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル

ト
ー
ク
や
バ
ス
ツ
ア
ー
な
ど
関
連
イ
ベ

ン
ト
も
モ
リ
モ
リ
で
す
！



飛　騰　№131・2

馬
資
料
と
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の
薩

長
同
盟
裏
書
を
含
む
木
戸
家
文
書
、
下

関
市
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
伊
藤
家
資

料
の
３
件
の
資
料
群
を
借
用
展
示
す
る

こ
と
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
は
、
龍
馬
の
功
績
や

人
柄
を
知
る
上
で
欠
か
せ
な
い
資
料
で

あ
り
な
が
ら
、
当
館
で
は
長
年
真
物
を

展
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
新
館
が
完
成
し
た
暁
に
は
、

ぜ
ひ
と
も
こ
の
３
件
を
展
示
し
て
、
来

館
者
の
方
々
に
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
夢
が
叶
い
、

令
和
元（
2
0
1
9
）
年
に
は
京
都
国

立
博
物
館
所
蔵
の
龍
馬
資
料
を
展
示
し
、

令
和
３
年
に
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
の

木
戸
家
文
書
を
展
示
し
、
今
年
、
下
関

市
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
伊
藤
家
資
料

を
展
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
で

念
願
だ
っ
た
３
件
の
展
示
を
全
て
ク
リ

ア
し
、
来
館
者
の
方
々
に
本
物
の
資
料

を
通
じ
て
、
龍
馬
の
息
吹
を
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
、
館

と
し
て
も
、
こ
の
３
件
の
展
示
は
大
き

な
実
績
と
な
り
、
今
後
の
展
示
に
意
味

を
持
つ
は
ず
で
あ
る
。

７
月
５
日
か
ら
始
ま
っ
た「
龍
馬
と

長
府
藩　

―
龍
馬
の
新
国
家
構
想
を

支
え
た
下
関
―
」
展
が
９
月
１
日
に

終
了
し
た
。
会
期
中
は
８
月
８
日
に

宮
崎
県
で
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
南

海
ト
ラ
フ
西
端
で
の
地
震
や
、
８
月

末
に
西
日
本
を
横
断
し
た
台
風
10
号

な
ど
、
ヒ
ヤ
リ
と
さ
せ
ら
れ
る
自
然

災
害
が
発
生
し
た
。

●
念
願
だ
っ
た
伊
藤
家
資
料
の
展
示

本
展
は
、
当
館
に
と
っ
て
念
願
の
一

つ
で
あ
っ
た
伊
藤
九
三
に
宛
て
た
龍
馬

書
簡
13
通（
以
下
、
伊
藤
家
資
料
）
を

初
め
て
借
用
し
た
展
示
で
あ
っ
た
た
め
、

無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
て
安
堵
し

て
い
る
。

当
館
は
平
成
30（
2
0
1
8
）
年
４

月
に
、
博
物
館
機
能
を
備
え
た
新
館
を

オ
ー
プ
ン
さ
せ
、
今
年
で
７
年
目
を
迎

え
る
。
本
館
だ
け
の
頃
は
、
資
料
を
安

心
し
て
収
蔵
展
示
で
き
る
環
境
で
は
な

か
っ
た
た
め
、
他
館
か
ら
資
料
を
借
り

る
こ
と
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
。
そ
う

い
う
中
で
長
年
の
夢
と
し
て
抱
い
て
い

た
こ
と
は
、
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
の

国
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
龍

「
龍
馬
と
長
府
藩
　

  
―
龍
馬
の
新
国
家
構
想
を
支
え
た
下
関
―
」展
を
終
え
て

●
本
展
の
注
目
資
料

さ
て
、
こ
こ
か
ら
は
、
今
回
お
借
り

し
た
伊
藤
九
三
宛
龍
馬
書
簡
13
通
の
中

か
ら
、
私
が
特
に
注
目
し
た
１
通
を
ご

紹
介
し
た
い
。

そ
れ
は
慶
応
３（
1
8
6
7
）
年
５
月

17
日
の
短
い
書
簡
で
、
い
ろ
は
丸
事
件

の
談
判
交
渉
を
行
う
た
め
、
長
崎
へ
到

着
し
た
4
日
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
書
簡
は
、
こ
れ
ま
で
特
に
注

目
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
が
、
今
回
展

示
の
準
備
を
進
め
て
い
る
中
で
、
龍
馬

に
と
っ
て
か
な
り
大
き
な
転
機
と
な
る

書
簡
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
。

龍
馬
は
下
関
を
離
れ
る
際
、
伊
藤

九
三
や
三
吉
慎
蔵
に
遺
書
の
よ
う
な
書

簡
を
書
い
た
。
し
か
し
、
長
崎
へ
出
て

み
る
と
、
後
藤
象

二
郎
を
筆
頭
に
、

土
佐
藩
の
人
々
が

皆
、
兄
弟
の
ご
と

く
一
致
団
結
し
て

紀
州
藩
と
の
交
渉

に
当
た
っ
て
く
れ

た
。
龍
馬
は
、
御

三
家
の
一
つ
の
紀

州
藩
が
相
手
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
土
佐
藩
は
脱
藩
浪
人

の
集
団
で
あ
る
海
援
隊
の
言
い
分
を
信

用
せ
ず
切
り
捨
て
る
こ
と
も
あ
る
、
と

想
定
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
た
め
、
死
を
覚
悟
し
て
長
崎
へ
行
っ

た
と
こ
ろ
が
、
予
想
と
全
く
違
っ
た
展

開
が
待
っ
て
い
た
。
後
藤
は
龍
馬
ら
の

言
い
分
を
す
べ
て
信
じ
て
、
紀
州
藩
と

戦
う
覚
悟
を
決
め
て
く
れ
た
。

こ
の
件
で
、
龍
馬
は
後
藤
の
器
の

大
き
さ
を
知
り
、
信
頼
す
る
に
足
る
人

物
だ
と
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

短
い
書
簡
だ
が
、
龍
馬
の
喜
び
が
溢
れ

た
書
簡
で
、
踊
る
よ
う
な
大
き
な
文
字

で
書
か
れ
て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
る
。

三
浦 

夏
樹展示風景（13通1巻の伊藤九三宛龍馬書簡）

伊藤九三宛龍馬書簡　慶応3（1867）年5月17日
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9月に入り、夏の暑さもようやく少し落ち着いてきました。8月下旬には台風10号の影響

で当館も臨時休館を行いましたが、それ以外は晴れの日が多く、県内外からたくさんのお客

様にご来館いただけました。例年以上に暑かった今年の夏も、イベント「りょうま館の夏休み」

を開催いたしました。

りょうま館の夏休み2024振り返り

10月23日からは、「生誕200年河田小龍－龍馬に世界を教えた男－」展も始まります。
秋の坂本龍馬記念館にも、どうぞご期待ください！

竹田 綾

今年は初めて「子ども学芸員体験」のワークショップを、前後編2
日にわたって開催いたしました。以前から構想を練っていたこちら
の企画は上村学芸員が担当し、1日目は常設展示の展示紹介や、龍馬
の手紙をもちいて「くずし字講座」を行いました。2日目は、展示に
あたって、当館の建物にはどのような工夫がしてあるのか見学したり、
複製の書簡や、模造刀を扱う体験を行いました。最後はワークショッ
プの集大成として、学んだことをもとに発表するギャラリートーク
を展示室で実施しました。小学校低学年の参加者の方もいて、長時
間のワークショップで大変だったと思いますが、皆さん集中力を切
らすことなく熱心に学んでいる様子がとても印象的でした。

「初めての筆体験」では、自分で書いた筆文字でう
ちわを作るワークショップを行いました。高知県内
の美保書道教室さまを講師としてお招きし、参加者
が書きたい文字を上手に書けるように教えていただ
きながら練習を重ねていきます。大人の参加者の方
も、子どもの頃に書道を習っていて懐かしんで参加
される方が多く、納得のいく作品ができるまで何度
も先生と一緒に練習をしたり、皆さん真剣に、かつ
楽しんで取り組まれていました。まだ書道を習って
いない子どもたちも「上手に書けた」と見せてくれ
ると私も嬉しくなりました。ワークショップに参加することで夏休みの宿題がひとつ片付いた、とい
うお子さんもいて、夏の終わりにワークショップを開催して良かったと、一安心でした。
そのほかにも、「学芸員による展示紹介」や「なりきり龍馬体験」、「龍馬と長府藩展」のクイズラリー
や「隠れりょうまを探そう」など、昨年行った人気のイベントも実施し、お盆期間中の館内は大変にぎ
わっていました。

夏休みと同じくらいのにぎわいを見せるのは、11月の龍馬月間です。今年は11月15日～17日にかけ
て、様々なイベントを予定しております。龍馬の誕生日であり、当館の開館記念日でもある11月15日は、
無料開館デーとしてどなた様も無料でご入館いただけます。そのほかイベントの詳細は随時HPや当
館の公式SNSで発信をしますので、是非チェックをお願いします。
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「高知県立坂本龍馬記念
館研究紀要 第6号」を発行
しました。

学芸員の研究成果を掲載し
ており、今回の執筆者およ
びタイトルは右の通りです。

ここは館長の部屋 吉村 大

飛
騰（
令
和
３
年
10
月
号
）に
続
く「
そ

の
２
」
で
す
。
須
崎
市
中
町
で
鶏
肉
卸
売

業
・「
か
し
わ
の
吉
村
」
を
営
ん
で
い
た
父

方
の
祖
父
母
宅
の
す
ぐ
近
く
に
弘
法
大

師
が
開
山
し
た
大
善
寺（
須
崎
市
西
町
）

が
あ
り
ま
す
。

毎
年
８
月
に
は「
大
師
祭
」
が
開
催
さ

れ
て
い
て
、
そ
の
出
色
の
催
し
の
一
つ
が
長

さ
20ｍ
超
の
竜
踊
り
で
す
。
も
う
今
か
ら

40
有
余
年
前
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
当
時

高
校
生
で
あ
っ
た
私
と
、
双
子
の
兄
も
担

ぎ
手
の
一
人
で
、
当
時
は
ド
ラ
と
ト
ラ
ン

ペッ
ト
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
に
、シ
ン
バ
ル
を
セ
ッ

ト
し
た
大
太
鼓（
こ
の
太
鼓
を
叩
く
の
は

父
）
の
生
演
奏
に
合
せ
て
、
竜
の
口
か
ら

は
煙
を
放
出
さ
せ
て
爆
竹
も
鳴
ら
し
な
が

ら
勇
ま
し
い
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。
で

す
の
で
、
私
た
ち
親
子
に
と
り
ま
し
て
大

善
寺
は
、
里
山
な
ら
ぬ
、
さ
し
ず
め
里
寺

の
よ
う
な
身
近
な
お
寺
で
す
。

慶
応
３（
１
８
６
７
）
年
８
月
に
龍
馬

は
唐
突
な
土
佐
へ
の
帰
郷
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
年
の
７
月
に
長
崎
で
英
艦
イ
カ
ル
ス

号
水
夫
殺
人
事
件
が
起
こ
り
、
龍
馬
率
い

る
海
援
隊
に
嫌
疑
が
か
か
り
ま
し
た
。
こ

の
事
件
を
巡
っ
て
は
、
英
国
と
幕
府
と
土

佐
藩
に
よ
る
交
渉
が
土
佐
で
、
そ
れ
も
私

わ
が
須
崎
愛
―
そ
の
２

の
ふ
る
さ
と
須
崎
の
洋
上
で
行
わ
れ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
須
崎
の
港
は
リ
ア
ス
式

の
海
岸
で
、「
入
口
が
広
く
波
穏
や
か
な
」

天
然
の
良
港
で
す
の
で
、
須
崎
が
選
ば
れ

た
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
交
渉
の
た
め
に
土
佐
の
佐
々
木
高

行
大
監
察
は
神
戸
か
ら
薩
摩
藩
の
三
邦

丸
に
乗
り
込
ん
で
土
佐
に
向
か
い
ま
す
。

そ
の
時
に
龍
馬
は
、
松
平
春
嶽
公
が「
こ

の
水
夫
殺
人
事
件
が
英
国
と
の
紛
争
に

発
展
す
る
こ
と
を
心
配
し
山
内
容
堂
公

に
宛
て
た
手
紙
」
を
預
か
って
い
て
、
三
邦

丸
に
乗
り
込
み
佐
々
木
大
監
察
と
話
し

を
し
て
い
る
う
ち
に
船
が
出
航
し
て
し
ま

い
須
崎
の
港
に
着
い
た
と
い
う
こ
と
な
の
で

す
。
交
渉
時
の
須
崎
の
港
に
は
、
英
国
や

幕
府
と
土
佐
藩
の
船
な
ど
が
集
結
を
し
、

そ
れ
ぞ
れ
パ
ー
ク
ス
公
使
や
幕
府
の
重
役
、

そ
し
て
土
佐
藩
の
重
役
と
龍
馬
ら
が
乗
船

し
て
い
て
、
土
佐
藩
船
・
夕
顔
で
の
交
渉

の
結
果
に
よ
っ
て
は
、「
戦
か
も
」
と
い
う

緊
迫
し
て
い
た
情
勢
下
で
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
私
の
ふ
る
さ
と
の
先
人
の

皆
さ
ん
は
さ
ぞ
か
し
震
え
あ
が
っ
た
こ
と

か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
後
、
水
夫
殺
人
事
件
の
解
決
は
改

め
て
、
長
崎
で
の
実
地
調
査
に
持
ち
越
さ

・「八月十八日の政変直後の京都における支配機構」
　上村香乃
・「坂本龍馬の帰郷についての考察」
　三浦夏樹
・「岡﨑家文書翻刻  五  岡﨑菊右衛門日記（安政三年～五年）」
　亀尾美香
・「（資料紹介）当館収蔵の河田小龍作品」
　河村章代

A4版51頁、700円
当館ミュージアムショップにてお求めください。
当館HP「ミュージアムショップ」内にて、通信販売も行っております。

れ
ま
す
。
そ
の
た
め
龍
馬
も
濡
れ
衣
を

晴
ら
す
た
め
に
長
崎
に
向
か
い
ま
す
。
結

局
、
９
月
に
な
っ
て
よ
う
や
く
英
国
の
海

援
隊
と
土
佐
藩
へ
の
嫌
疑
が
解
か
れ
ま
し

た
。
佐
々
木
大
監
察
の
回
顧
録
に
は
、
英

国
と
の
交
渉
の
場
所
は
当
初
、
須
崎
の

大
善
寺
に
設
け
て
い
た（（
注
）
諸
説
あ
り

ま
す
）
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
、

須
崎
に
築
か
れ
て
い
た
土
佐
藩
の
砲
台
で

は
、
土
佐
藩
重
役
の
乾
退
助
が
指
揮
を

す
る
土
佐
藩
兵
が
海
上
を
監
視
し
て
い
た

由
。
同
砲
台
は
、
須
崎
市
西
町
と
中
町

界
わ
い
の
富
士
ケ
浜（
須
崎
の
港
に
通
じ

ま
す
）
に
沿
って
築
か
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

交
渉
場
所
の
大
善
寺
と
は
須
崎
市
西
町
の

「
大
善
寺
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
私
の
ふ
る
さ
と
須
崎
市
西

町
と
中
町
は
、
龍
馬
と
幕
末
史
の
息
遣
い

を
偲
ば
せ
ま
す
。

お
大
師
さ
ん（
大
師
祭
の
こ
と
）
で
は

現
在
、
子
竜
踊
り
も
見
ら
れ
る
と
い
う
こ

と
で
す
の
で
、
た
いへ
ん
感
慨
深
い
気
持
ち

で
いっ
ぱ
い
で
す
。
ぜ
ひ一度
、「
大
師
祭
」

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。



5・龍馬記念館だより

高知県立坂本龍馬記念館の閉館時間は17：00（最終入館
16：30）です。日が沈んだ後の龍馬記念館をご覧になったこ
とのあるお客様はあまりいらっしゃらないのではないでしょ
うか。周辺の店舗もこの時間になると閉店していることが多
いためか、観光のお客様の多くは日没前に市内中心部へ向
けて移動を始めるようです。
坂本龍馬記念館は桂浜の背後の丘陵地という立地上、タ

ヌキなどの野生動物とばったり遭遇することも、珍しくあり
ません。突然の予期せぬ出来事に嬉しくなりますが、人間
以上に彼らの方が驚いているのかもしれませんね。夜の城
跡は怖いという感想も耳にしますが、夜にしか見せない表情
もあり、月や星などの自然の灯をワクワクと眺めたりもします。
日中は楽しそうな賑わいにかき消されて耳に届かない波

の音も、夜の静けさの中では自己主張が激しく、はっきり聞
こえます。暗い海の方角から絶え間なく聞こえる波の音を浴
びながら、本日も帰宅の途に就きます。おやすみなさい。ま
たあした。元気な姿でお会いしましょう。

� 佐々木 恵 

私
と
坂
本
龍
馬
の
出
会
い
を
振
り
返
る
と
、

小
学
校
三
年
の
時
分
の
よ
う
に
思
う
。
当
時
、

親
の
影
響
で
時
代
劇
を
見
て
は
い
た
も
の
の
、

歴
史
そ
の
も
の
に
は
そ
れ
ほ
ど
関
心
が
な

か
っ
た
。
小
三
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
朝
、
目
覚

め
て
ふ
と
横
を
見
る
と
、
お
願
い
し
た
記
憶

の
な
い
小
学
生
向
け
の
日
本
史
図
鑑
が
あ
っ

た
。
未
だ
に
な
ぜ
あ
の
図
鑑
が
贈
ら
れ
た
の

か
は
分
か
ら
な
い
。
だ
が
、
思
え
ば
あ
の
図

鑑
が
歴
史
に
触
れ
た
最
初
で
あ
り
、
龍
馬
と

の
出
会
い
で
も
あ
っ
た
。

岡
山
県
で
育
っ
た
当
時
小
学
生
の
私
に

と
っ
て
、
龍
馬
は
慣
れ
親
し
ん
だ
人
物
で
は

な
く
、
織
田
信
長
や
徳
川
家
康
と
同
じ
よ
う

に「
な
ん
だ
か
す
ご
い
人
」
程
度
の
認
識
だ
っ

た
。
時
が
過
ぎ
、
歴
史
を
学
ん
で
い
く
過
程
で
、

龍
馬
が
東
西
に
奔
走
す
る
姿
や
人
と
し
て
の

面
白
さ
に
魅
了
さ
れ
た
。

初
め
て
龍
馬
の
手
紙
を
観
た
の
は
意
外
と

最
近
で
、
大
学
生
の
と
き
に
京
都
の
霊
山
記

念
館
で
展
示
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。
当
時
は

単
に「
こ
れ
が
龍
馬
の
手
紙
か
！
全
然
文
字

読
め
な
い
な
。」
と
感
動
と
驚
き
を
覚
え
た
こ

と
を
記
憶
し
て
い
る
。

さ
て
、
よ
も
や
ま
話
は
少
し
横
に
お
い
て
、

表
題
の
資
料
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。

慶
応
二（
一
八
六
六
）
年
十
一
月
、
溝
渕
広

之
丞
に
宛
て
た
も
の
の
下
書
き
と
さ
れ
、
龍

馬
の
家
族
に
送
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

当
時
、
二
度
目
の
脱
藩
中
で
あ
っ
た
龍
馬
は
、

知
己
の
土
佐
藩
士
に
会
っ
て
も
、
他
人
の
ふ

り
を
し
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
海
軍
を
興
す

と
い
う
志
を
果
た
す
た
め
で
あ
り
、
心
根
で

は
強
く
故
郷
を
想
っ
て
い
る
と
い
う
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。
名
文
と
い
わ
れ
る
本
文
は
、

長
岡
謙
吉
と
相
談
し
て
作
成
し
た
と
も
い
わ

れ
、
土
佐
藩
復
帰
の
た
め
の
政
治
的
な
文
言

か
、
龍
馬
の
本
意
か
、
私
に
は
分
か
ら
な
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も「
土
佐
藩
復
帰
の
カ
ギ
」
と

さ
れ
る
こ
の
手
紙
に
よ
り
、
龍
馬
は
土
佐
藩

に
復
帰
し
、
海
援
隊
が
創
設
さ
れ
て
い
く
。

文
字
通
り
命
懸
け
で
志
の
た
め
に
奔
走
し

た
龍
馬
に
は
遠
く
及
ば
な
い
が
、
私
自
身
も

己
の
志
に
従
っ
て
、
高
知
の
豊
か
な
歴
史
を

伝
え
て
い
き
た
い
。

水
松 

啓
太

（
高
知
県
立
高
知
城
歴
史
博
物
館
学
芸
員
）

二
度
目
の
土
佐
藩
復
帰

の
カ
ギ
と
な
る
手
紙

（
慶
応
二
年
十
一
月
　
溝
渕
広
之
丞
宛
）

龍
馬
の

　
　  
手
紙
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現
代
で
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
ア
プ
リ
を

開
け
ば
、
瞬
時
に
現
在
地
と
そ
の
周
辺
の
地
図

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
私
た
ち
の
日
常

に
は
様
々
な
地
図
が
あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
土
地
理
院
は
明
治
時
代
以
降

現
代
に
至
る
ま
で
地
図
を
作
成
し
て
き
た
。
過

去
の
地
図
を
見
れ
ば
そ
の
時
代
の
地
域
の
あ
り

方
が
一
目
で
把
握
で
き
る
。
今
回
は
、
そ
の
た

め
の
ツ
ー
ル
の
一
つ
で
あ
り
、
複
数
年
代
の
地

形
図
を
比
較
参
照
で
き
る
「
今
昔
マ
ッ
プ
」
を

ご
紹
介
し
た
い
。

早
速
だ
が
、
図
１
を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
こ

れ
は「
今
昔
マ
ッ
プ
o
n 
t
h
e 

w
e
b
」
で

明
治
後
期
～
昭
和
末
期
に
か
け
て
の
四
つ
の
時

期
の
地
形
図
を
並
べ
て
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

マ
ー
ク
し
た
の
が
高
知
城
で
、
い
ず
れ
も
同
じ

範
囲
を
示
し
て
い
る
。
明
治
後
期（
1
9
0
6
～

1
9
0
7
）
の
段
階
に
お
け
る
市
街
地
の
範
囲

は
、
江
戸
時
代
の
城
下
町
の
そ
れ
と
大
差
な
く
、

周
辺
に
は
田
ん
ぼ
が
広
が
っ
て
い
た
。
そ
こ
か

ら
段
階
的
に
田
ん
ぼ
は
消
失
し
て
い
き
、
現
在

の
土
讃
線
の
北
側
や
鏡
川
の
南
側
の
大
部
分
が

市
街
地
化
し
た
様
子
が
視
覚
的
に
理
解
で
き
る
。

現
代
都
市
・
高
知
市
の
成
長
の
過
程
が
こ
こ
に

は
表
れ
て
い
る
。

図
１
で
は
見
づ
ら
い
た
め
、
是
非
各
自
で
確

か
め
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
細
部
に
も
様
々
な

違
い
、
つ
ま
り
土
地
利
用
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
。

鉄
道
が
敷
設
さ
れ
た
り
、
朝
倉
地
域
に
お
い
て

昭
和
前
期（
1
9
3
3
）
ま
で
は
確
認
で
き
た「
歩

兵
第
四
十
四
連
隊
営
」、「
練
兵
場
」
が
、
戦
後

（
1
9
6
5
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ「
高
知
大
学
」、「
若

草
町
」
の
住
宅
街
へ
と
変
化
し
て
い
た
り
す
る
様

は
一
目
し
て
把
握
し
や
す
い
。
こ
う
し
た
一
つ

一
つ
の
変
化
が
、
近
代
に
お
い
て
地
域
が
辿
っ

た
歴
史
を
物
語
る
素
材
な
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
新
旧
地
形
図
を
見
比
べ
る
こ
と

で
、
地
域
構
造
の
変
遷
、
あ
る
い
は
時
代
を
経

て
も
変
わ
る
こ
と
な
い
地
域
の
固
有
性
と
い
っ

た
も
の
が
浮
か
び
上
が
る
。
ま
た
、
特
に
明
治

期
地
形
図
は
、
近
代
の
大
規
模
な
土
木
工
事
や

そ
れ
ら
に
伴
う
都
市
構
造
の
変
化
を
受
け
る
前

の
状
況
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
、

そ
こ
に
描
か
れ
た
河
川
や
街
路
、
土
地
利
用
は

江
戸
時
代
以
前
の
あ
り
方
を
あ
る
程
度
継
承
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
前
近
代
の
歴
史
や
地
域

を
考
え
る
際
に
強
力
な
ツ
ー
ル
と
な
る
。

例
え
ば
、
高
知
市
内
か
ら
土
佐
市
方
面
に
向

か
う
場
合
を
考
え
て
み
よ
う
。
現
在
で
は
国
道

五
六
号
を
利
用
し
、
朝
倉
か
ら
弘
岡
に
か
け
て

は
新
荒
倉
ト
ン
ネ
ル
を
通
過
す
る
。
但
し
、
こ

の
ル
ー
ト
は
明
治
末
期
の
地
形
図
で
は
確
認
で

き
な
い
。
そ
こ
で
確
認
で
き
る
の
は
、
朝
倉
か

ら
グ
ネ
グ
ネ
と
峠
越
え
を
し
て
、
荒
倉
神
社
の

前
を
通
過
し
て
弘
岡
ヘ
出
る
ル
ー
ト
で
あ
る
。

こ
の
ル
ー
ト
も
江
戸
時
代
の
古
道
と
ず
れ
る
部

分
も
あ
る
が
、
前
近
代
の
土
佐
西
街
道（
高
知

か
ら
中
村
方
面
へ
向
か
う
）
に
沿
う
道
で
あ
る
。

脱
藩
時
の
龍
馬
が
須
崎
を
経
由
し
て
梼
原
に
向

か
っ
た
場
合
は
、
こ
の
土
佐
西
街
道
を
通
っ
た

こ
と
に
な
ろ
う
。

「
今
昔
マ
ッ
プ
」
は
日
本
全
国
を
カ
バ
ー
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
全
都
道
府
県
庁
所
在

地
を
含
む
五
二
地
域
の
旧
版
地
形
図
が
収
録
さ

れ
て
い
る
。
旧
街
道
や
廃
線
歩
き
と
い
っ
た
趣

味
的
な
も
の
か
ら
、
研
究
・
教
育
、
さ
ま
ざ
ま

な
調
査
な
ど
広
範
に
利
用
が
で
き
る
。
是
非
一
度
、

お
手
持
ち
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

検
索
・
利
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

学芸員の視点
安岡 達仁

今昔マップの利用

図1 新旧地形図にみる高知市街（この地図は、時系列地形図閲覧サイト「今昔マップ on the web」（（C）谷　謙二）により作成したものです。URL　https://ktgis.net/kjmapw/）



7・龍馬記念館だより

本館出口に位置するミュージアムショップでは、龍馬に関する様々なグッズを始め、年間を通して

開催される講演会や、企画展関連の商品等を揃えて皆様をお待ちしております。

数ある商品の中から今回は、最近リニューアルして再版された当館人気No.1の一冊をご紹介！

またこの夏休みに開催されたイベントの模様もご報告いたします。

ミュージアムショップ便り

本書は坂本龍馬記念館が所蔵する、真筆と複製の 
龍馬が書いた手紙を現代語に訳した書簡集です。

当時書かれたままの手紙では、なかなか読み下す事が
難しい為、多くのお客様から“もっと身近な現代語で読ん
でみたい！”とのご要望をいただき作られたもので、これ
まで多くの龍馬ファンに読み親しまれてきました。

ページを開けばすぐに[読み下し文→原文→現代語訳]
の順で記された書面はどなたでも読みやすく、その時代の背景が目に見えて感じ
られる内容に、時間も忘れてどんどん読み耽ってしまうかもしれません。今年6月
から販売されている四訂版は新たに9つの手紙が追加され、より充実した一冊と
なりました。

長文で書かれた数多い手紙の中でも、家族に宛てた手紙からはその人柄を身
近に感じられる、とても貴重な資料としてお読み頂けます。時代を動かした龍馬
の広い心の中を、実際に書かれた手紙を通して覗いてみて下さい。

龍馬書簡集

釣って当てよう！おまけ付き缶バッチくじ
この夏日々 猛暑の続く中、記念館には多くのお客様が足を運

んで下さいました。
県外はもちろん、 海外からお越しのお客様にも龍馬の手紙

や関連する品 を々ご覧頂き、 高知にやって来て歴史の見聞を
今まで以上に深めて頂けたなら嬉しく思います。

夏休み期間には、ミュージアムショップでいくつかのイベント
を開催しました。

そのひとつがお子様だけでなく、家族皆で楽しめる“釣って当てようおまけ付き缶バッチ
くじ”です。

坂本家の家紋バッチが何色か入っている箱の中から、磁石付きのお手制竿で釣り上げ
たバッチの色により、その色のおまけをゲット出来るというワクワク企画でした！

欲しいおまけが手に入るまで1回300円にも関わらず、何度も挑戦されるご家族もいらっ
しゃったほどです。

結果まさかの毎回同じ色のバッチが出てしまい、ある意味すごい！と苦笑いされる場面
もあったりして、、、きっとこの夏のエピソードのひとつとなった事でしょう。

また今後も折 に々際し楽しいイベントを予定して、皆様のご来館を心よりお待ちしております。

価格1,000円（税込）

商品紹介

夏のイベントご報告

この他にもまだまだ色 な々商品を取り揃えておりますが、今後価格変動や数に
限りのある商品もございます。どうぞご了承下さい。

大好評！！大好評！！

西川 知佐



飛　騰　№131・8

■「海の見える・ぎゃらりい」
桂浜の西海岸が一望出来る、海の見える・ぎゃらりい。私が高知に来て一番に心を奪われたのが、まさに

この、桂浜の西海岸でした。
まだ高知に居を構えていない頃、高知の市街地から出発するバスに揺られて坂本龍馬記念館へと向

かっていた私は、今、自分が高知市のどのあたりにいるのかもわからず、トンネルや狭隘な道を通るバスの
中から外界をぼんやりと眺めていた中で、急に視界が明るくなったのを覚えています。今ではあれが、花
街道にさしかかったあたりの出来事であったことがわかり、となれば光り輝く太平洋の仕業であることは明
らかなのですが、当時はなぜ明るく感じたのか、当然のごとくわかりませんでした。バスが左折して花街道
へと出た後、おもむろに右手を見て、そこであっと息を飲んだ記憶が今でも鮮明に残っています。

東京育ちで、その後住んでいた場所と言えば、滋賀県や京都市内という、なんとも海とは縁の無い生活を
していた私が唯一知っている海といえば、親の実家がある日本海でした。日本海といえば、冬にはおいし
い魚や甲殻類がたくさんとれるイメージがある反面、雪がしんしんと降り積もるせいなのか、曇り空が海に
映った黒い海という印象があり、そのため、私の海の印象は冷たくて黒い、といったものでした。故に、あ
の日、バスの車窓から太平洋を目の当たりにして、その明るさに、青さに、感動したのです。

それから坂本龍馬記念館に勤めるようになって、海の見える・ぎゃらりいから桂浜の西海岸が見えるこ
とを知り、とても嬉しくなりました。当時目にしたのは、桂浜の朝の姿でしたが、勤めてからは昼の姿や
夕の姿を見ることも出来、夕日に輝くオレンジ色の海を見られた時は、一つ、幸せをもらった気分になりま
す。と同時に、当館に来られたお客様にも、西海岸を眺めて同じように感動していただけたらと思っており
ます。

土日は催し物などで賑わっている海の見
える・ぎゃらりいですが、催し物がない日に
時折そこを覗くと、椅子に座って桂浜を眺め
る人や、ガラス窓の前に立ってカメラを構え
る人、中二階で飲み物を片手に物思いにふ
ける人など、桂浜と向き合って静かに時を過
ごすお客様と出会います。その中にはもしか
したら、私のように太平洋の海に心を奪わ
れた人もいるのかもしれません。

催し物で活気があふれている海の見える・
ぎゃらりいもまた一興ですが、イベントがない
日の、静の一面も、是非当館に足を運んでい
ただいて味わっていただければ幸いです。

「飛騰」は郵送料のみのご負担でお届けいたします。購読希望の方は120円切手をご希望回数（4回分まで）お送りください。
〒781-0262　高知市浦戸城山830　高知県立坂本龍馬記念館「飛騰」購読 係 まで

海
の
見
え
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
い

海
の
見
え
る
・
ぎ
ゃ
ら
り
い

開館時間	 9：00〜17：00　年中無休
入 館 料	 一般  500円（企画展開催時  700円）
	 高校生以下無料
高知県・高知市長寿手帳所持者、療育手帳・身体障害者手帳・
精神障害者保健福祉手帳・戦傷病者手帳・被爆者健康手帳
所持者とその介護者（1名）は無料

〒781-0262 高知市浦戸城山830
TEL（088）841-0001　FAX（088）841-0015
http://www.ryoma-kinenkan.jp
「飛騰」に対するご意見ご感想などお寄せください

館だより“飛　騰”第 131号（年４回発行） 表紙題字：書家 沢田 明子氏
発行日　2024（令和6）年10月1日
発　行　公益財団法人高知県文化財団
　　　　高知県立坂本龍馬記念館

入　館　状　況

2024年9月20日現在

（1991年11月15日開館以来 32年311日）

◆入館者数� 4,693,625人

■リニューアルオープン（2018年4月21日）以来  756,865人

編集後記

昨年はわずか1日だった高知市の猛暑日数（最高気温が35度以上の日数）が、今年は19日を数え
ました（9月10日現在）。加えて8月8日の日向灘地震、同月末の台風10号（当館も2日間臨時休館と
なりました）など、今年の夏は普段以上に自然の脅威を感じることが多かったように思います。だからこ
そ「秋高馬肥」、さわやかな気持ちのいい秋の天候が楽しみな今日この頃です。秋の夜長に積読して
いる本を少しずつ読み進めたいと思います。（や）

上村 香乃



1・現代龍馬学会

高知県立坂本龍馬記念館・現代龍馬学会共催事業

坂
本
龍
馬
は
享
年
三
三
、
中
岡
慎
太
郎
は
享
年

三
〇
で
あ
る
が
、
本
年
は
坂
本
龍
馬
記
念
館
が
開

館
三
三
周
年
、
中
岡
慎
太
郎
館
が
開
館
三
〇
周
年

に
あ
た
る
。
何
と
も
粋
な
巡
り
あ
わ
せ
を
感
じ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
本
講
演
で
は
、
両
館
が
開
館

以
来
ど
の
よ
う
な
資
料
を
収
集
し
て
き
た
の
か

を
振
り
返
り
つ
つ
、
博
物
館
や
学
芸
員
に
つ
い
て

そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
坂
本
龍
馬
記
念
館
は
、
龍
馬
・
幕
末
維
新
・

土
佐
藩
に
関
す
る
資
料
を
収
集
し
、
龍
馬
真
筆

一
四
点
を
含
む
、
二
二
〇
〇
点
余
り
を
収
集
し
て

き
た
。
龍
馬
は
も
と
よ
り
幕
末
志
士
の
遺
墨
類
や

錦
絵
、
土
佐
藩
京
都
藩
邸
史
料
な
ど
を
所
蔵
し
、

そ
の
他
寄
託
資
料
も
多
数
管
理
し
て
い
る
。
と
く

に
藩
邸
史
料
は
藩
の
公
的
資
料
が
僅
少
な
な
か
、

白
眉
と
い
え
る
史
料
群
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
分
析

し
て
い
く
こ
と
で
様
々
な
史
実
が
発
掘
さ
れ
、
幕

末
土
佐
藩
の
研
究
が
大
い
に
進
む
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
。　
　

慎
太
郎
に
関
し
て
言
え
ば
、
藩
邸
史
料
№
51
に

よ
っ
て
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
九
月
に
慎

太
郎
に
も
藩
か
ら
入
牢
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
寄
贈
さ
れ
た
新
井

竹
次
郎
関
係
史
料
の
中
に
は
、
文
久
元
年
一
一
月

二
六
日
付
慎
太
郎
書
状
も
含
ま
れ
て
い
る
。
文
字

の
太
さ
や
筆
跡
に
も
慎
太
郎
ら
し
さ
が
表
れ
て

お
り
、
彼
の
人
生
哲
学
が
垣
間
見
え
る
貴
重
な
史

料
と
い
え
る
。
続
い
て
紹
介
す
る
慶
応
三
年
九
月

四
日
付
龍
馬
宛
木
戸
孝
允
書
状
は
、
七
通
し
か
確

認
さ
れ
て
い
な
い
龍
馬
宛
の
書
状
の
一
つ
で
あ

る
。
倒
幕
全
体
を
能
の
大
芝
居
に
見
立
る
と
と
も

に
、
龍
馬
と
「
ひ
こ
」（
中
岡
慎
太
郎
？
）
の
相

談
・
尽
力
が
肝
心
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
他
の

史
料
と
組
み
合
わ
せ
て
展
示
す
る
こ
と
で
、
龍
馬

と
慎
太
郎
の
「
倒
幕
」
計
画
を
リ
ア
ル
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
る
資
料
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
龍
馬
書
状
は
確
認
さ
れ
て
い
る
も

の
が
約
一
四
〇
通
、
現
存
す
る
の
が
一
〇
〇
通
ほ

ど
、
一
方
慎
太
郎
書
状
は
六
〇
通
ほ
ど
が
確
認
さ

れ
て
い
る
が
、
現
存
す
る
の
は
そ
の
半
数
ほ
ど
で

あ
る
。
事
件
の
経
過
や
周
辺
事
情
、
自
ら
の
感
想

な
ど
を
事
細
か
に
書
き
付
け
た
龍
馬
に
対
し
、
慎

太
郎
は
内
密
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
龍
馬
ほ
ど
詳

細
に
は
手
紙
で
述
べ
な
い
人
物
で
あ
っ
た
。こ
う

し
た
事
情
か
ら
、慎
太
郎
の
動
向
や
人
間
像
は
龍

馬
に
比
べ
て
分
か
り
づ
ら
い
。
ま
た
慎
太
郎
は

「
石
川
清
之
助
」「
横
山
勘
蔵
」
と
い
っ
た
多
く
の

変
名
を
用
い
て
い
た
。つ
ま
り
変
名
に
注
目
す
る

こ
と
で
、新
た
な
慎
太
郎
関
係
史
料
が
発
掘
さ
れ

る
こ
と
も
あ
る
（
新
発
見
三
点
）。
さ
ら
に
、
慎

太
郎
は
変
名
に
よ
っ
て
筆
跡
も
変
え
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
特
徴
か
ら
、複
数
の
書
状

を
並
べ
て
展
示
し
、彼
の
ス
パ
イ
的
活
動
と
題
し

て
紹
介
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ど
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
る
か

考
え
、各
地
の
収
蔵
機
関
と
史
料
の
借
用
交
渉
を

行
い
、許
可
さ
れ
た
場
合
は
借
り
出
し
た
う
え
で

展
示
を
行
う
こ
と
が
学
芸
員
の
主
要
な
仕
事
の

一
つ
で
あ
る
。
調
査
研
究
、情
報
収
集
や
他
機
関

と
の
交
渉
と
い
っ
た
業
務
遂
行
の
上
で
は
、幅
広

い
人
脈
が
重
要
と
な
る
。

次
に
中
岡
慎
太
郎
館
は
、
慎
太
郎
・
幕
末
維

新
・
土
佐
藩
に
加
え
て
、
地
元
北
川
村
の
歴
史
に

関
す
る
資
料
も
収
集
し
、現
在
四
〇
五
点
を
収
蔵

し
て
い
る
。
な
お
、古
文
書
群
は
各
一
点
と
し
て

い
る
。た
だ
し
慎
太
郎
の
真
筆
は
所
蔵
し
て
お
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
に
計
三
二
点
の
複
製
を
作
成
、
収

蔵
し
て
き
た
。こ
れ
ら
の
う
ち
一
九
点
を
常
設
展

示
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
見
比
べ
て
、内
容
は
も

ち
ろ
ん
、各
書
状
で
微
妙
に
異
な
る
書
き
ぶ
り
か

ら
、そ
の
時
々
の
慎
太
郎
の
置
か
れ
た
状
況
や
心

情
に
思
い
を
巡
ら
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

慎
太
郎
館
自
慢
の
品
は
、慎
太
郎
の
裃
（
北
川

村
指
定
文
化
財
）
で
あ
る
。
庄
屋
ク
ラ
ス
の
正

装
で
あ
り
、
こ
の
資
料
か
ら
慎
太
郎
の
身
長
は

一
五
三
㎝
と
推
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、慎
太
郎
の

妻
の
実
家
に
伝
わ
る
利
岡
家
文
書
（
一
二
六
五

点
）
は
、同
家
が
庄
屋
を
務
め
た
地
域
の
農
村
支

配
、さ
ら
に
は
幕
末
政
治
に
関
す
る
情
報
を
得
ら

れ
る
点
で
貴
重
で
あ
る
。高
知
県
立
高
知
城
歴
史

博
物
館
の
協
力
を
得
て
目
録
を
作
成
、整
理
を
進

め
て
き
た
。こ
れ
ら
を
用
い
た
研
究
の
深
化
が
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
さ
ら
に
陸
援
隊
士
の
関
係

資
料
も
所
蔵
し
て
い
る
。
中
で
も
「
舊
友
覚
書
」

は
明
治
二
三
年
~
二
五
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た

陸
援
隊
士
の
名
簿
で
あ
る
。
当
時
の
役
職
や
住

所
、死
没
者
の
場
合
は
そ
の
年
月
日
や
墓
所
等
を

ま
と
め
た
も
の
で
、隊
士
の
維
新
後
の
動
向
を
探

る
こ
と
が
で
き
る
。隊
長
と
し
て「
横
山
正
太
郎
」

と
誤
っ
た
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、陸
援
隊

が
急
ご
し
ら
え
の
集
団
で
、組
織
的
に
活
動
す
る

前
に
解
散
さ
れ
た
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
。ま
た
中
芸
地
区
出
身
の
志
士
で
あ
る

二
十
三
士
関
係
の
資
料
は
、地
域
史
を
考
え
る
上

で
も
重
要
で
あ
る
。

以
上
、両
館
の
所
蔵
資
料
を
中
心
に
説
明
し
て

き
た
が
、
最
後
に
博
物
館
・
学
芸
員
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。

博
物
館
と
は
、
資
料
を
収
集
・
保
存
・
管
理
・

調
査
研
究
・
公
開
す
る
施
設
で
あ
る
。
こ
こ
で
い

う
「
資
料
」
と
は
、
過
去
の
人
間
の
営
み
や
活

動
、過
去
の
出
来
事
を
知
る
た
め
の
手
が
か
り
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
学
芸
員
と
は
、資
料

に
関
す
る
博
物
館
業
務
を
担
う
存
在
で
あ
る
。特

に
調
査
研
究
を
遂
行
し
、
そ
の
成
果
を
展
示
・
講

演
等
で
公
開
す
る
の
は
学
芸
員
の
重
要
な
任
務

で
あ
る
。
博
物
館
と
い
う
「
ハ
コ
」
に
、「
血
液
」

を
巡
ら
せ
て
「
生
き
た
」
存
在
に
す
る
の
が
学
芸

員
で
、資
料
と
市
民
の
橋
渡
し
的
な
存
在
で
も
あ

る
。
博
物
館
・
学
芸
員
、
そ
し
て
日
々
応
援
し
て

下
さ
る
市
民
の
皆
さ
ん
、三
者
の
有
機
的
な
繋
が

り
に
よ
っ
て
、資
料
と
い
う
財
産
が
後
世
へ
と
残

り
、
活
用
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

記念講演会記念講演会

「坂本龍馬33年、中岡慎太郎30年　「坂本龍馬33年、中岡慎太郎30年　
両館の所蔵品から見た二人の生涯」両館の所蔵品から見た二人の生涯」

 北川村立中岡慎太郎館　係長・学芸員　豊田 満広 氏

豊田氏ご講演の様子
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研
究
発
表
会

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・

現
代
龍
馬
学
会
は
六
月
一
五
日
、

坂
本
龍
馬
記
念
館
新
館
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
一
六
回
総
会
・
研
究

発
表
会
を
開
催
し
た
。

昨
年
同
様
に
総
会
で
は
書
面
決

議
が
行
わ
れ
、
昨
年
度
事
業
報
告
、

今
年
度
事
業
計
画
と
も
承
認
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
龍
馬
記
念
館
と
の
共

催
行
事
と
し
て
、
開
催
中
の
企
画

展
「
龍
馬
記
念
館
の
蔵
出
し　

学

芸
員
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
展
の
記
念

講
演
会
を
開
催
し
た
。
北
川
村
立

中
岡
慎
太
郎
館
係
長
・
学
芸
員
の

豊
田
満
広
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎

え
し
、
龍
馬
と
中
岡
慎
太
郎
の
生

涯
に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い

た
。
続
い
て
研
究
発
表
会
を
行
っ

た
。
坂
本
龍
馬
研
究
家
の
知
野
文

哉
氏
が
、
史
料
に
基
づ
い
た
龍
馬

脱
藩
の
再
考
を
テ
ー
マ
に
ご
報
告

さ
れ
た
。

当
日
次
第

【
テ
ー
マ
】

「
龍
馬
研
究
の
水
準
を
高
め
、
龍
馬
の
真
実
を
追
究
し
、

　

そ
の
精
神
を
現
代
に
生
か
そ
う
」

【
日
　
時
】
２
０
２
４
年
６
月
15
日
（
土
）　

12
時
30
分
～
17
時

【
会
　
場
】
高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館 

新
館
ホ
ー
ル

⃝
12
時
30
分　

会
員
受
付

⃝
14
時
40
分　

・
総
会
（
書
面
決
議
報
告
）

⃝
13
時　

一
般
受
付
・
入
室

⃝
13
時
15
分　

・
会
長
挨
拶

・
来
賓
挨
拶

　

高
知
県
教
育
次
長　

今
城　

純
子 

氏

　

高
知
市
教
育
次
長　

竹
内　

清
貴 

氏

総
会
書
面
議
決
の

ご
報
告

　

二
〇
二
四
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
等
の
総
会
審
議
事
項
に
つ
い

て
は
、
事
前
に
書
面
議
決
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
結
果
は
次
の
通
り

で
す
。

会
員
数
　
86
名

第
1
号
議
案
（
1
）
（
2
）
　

　
承
認
　
　
　
62
名

　
回
答
な
し
　
24
名

第
二
号
議
案
（
1
）
（
2
）

　
承
認
　
　
　
62
名

　
回
答
な
し
　
24
名
　

　　

以
上
に
よ
り
規
約
第
九
条
（
議

決
）
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
、
過
半
数
の
承
認
を

も
っ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
こ
と
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・

現
代
龍
馬
学
会

　
　
　
会 

長　

宮　

英 

司

⃝
13
時
30
分

・
龍
馬
記
念
館
企
画
展
記
念
講
演
会

　

「
坂
本
龍
馬
三
三
年
、
中
岡
慎
太
郎

　
　

三
〇
年
― 

両
館
の
所
蔵
資
料
か
ら
見

　
　

た
二
人
の
生
涯
」�

豊
田　

満
広
氏

�
（
北
川
村
立
中
岡
慎
太
郎
館
係
長
・
学
芸
員
）

⃝
15
時

・
研
究
発
表
会

　
「
史
料
か
ら
龍
馬
脱
藩
を
も
う
一
度
考
え
る
」

�
知
野　

文
哉
氏

�

（
坂
本
龍
馬
研
究
家
）

高
知
県
立
坂
本
龍
馬
記
念
館
・

現
代
龍
馬
学
会
総
会



3・現代龍馬学会

文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
の
龍
馬
脱

藩
に
関
す
る
一
般
の
理
解
は
、大
正
元

年
（
一
九
一
二
）
刊
行
の
『
維
新
土
佐

勤
王
史
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
。

た
だ
し
同
書
は
龍
馬
の
死
後
四
〇
年

以
上
後
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
の
成
り
立
ち
を
踏
ま
え
る
と
、
実

証
研
究
の
視
点
か
ら
見
れ
ば
全
幅
の

信
頼
が
置
け
る
著
作
で
は
な
い
。
そ

こ
で
本
発
表
で
は
、『
維
新
土
佐
勤
王

史
』
か
ら
一
旦
離
れ
て
、史
料
に
添
っ

て
、三
つ
の
視
点
か
ら
改
め
て
龍
馬
脱

藩
を
再
検
証
し
て
み
た
い
。な
お
以
下

は
、
あ
く
ま
で
も
「
試
論
」
で
あ
り

「
私
論
」
で
あ
る
。

第
一
に
、龍
馬
は
武
市
の
密
使
だ
っ

た
の
か
と
い
う
点
を
検
討
し
て
み
た

い
。
文
久
元
年
九
月
二
五
日
、江
戸
で

土
佐
勤
王
党
を
結
成
し
た
武
市
半
平

太
が
土
佐
に
帰
国
す
る
。こ
の
タ
イ
ミ

ン
グ
で
龍
馬
も
土
佐
勤
王
党
に
加
盟

し
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、龍
馬
が
武
市

の
密
使
と
し
て
萩
の
久
坂
玄
瑞
の
許

に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら

れ
る
。と
こ
ろ
が
同
年
一
〇
月
一
五
日

頃
（
武
市
の
帰
郷
か
ら
三
週
間
足
ら

ず
）に
土
佐
を
出
国
し
た
龍
馬
が
萩
の

久
坂
を
訪
ね
た
の
は
、
翌
年
の
正
月

一
四
日
の
こ
と
で
あ
る
。「
密
使
」
が

三
ヶ
月
も
経
っ
て
、久
坂
を
訪
ね
る
こ

と
に
は
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

し
か
も
同
月
二
三
日
に
萩
を
発
っ
た

龍
馬
は
、更
に
帰
途
大
坂
に
立
ち
寄
る

な
ど
し
て
、一
ヶ
月
後
の
二
月
二
九
日

に
や
っ
と
土
佐
に
帰
っ
て
い
る
。こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
龍
馬
の
久
坂
訪
問

に
は
緊
急
性
が
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、

龍
馬
が
武
市
の
密
使
で
あ
っ
た
と
は

考
え
に
く
い
。　

同
じ
く
武
市
が
久
坂
に
派
遣
し
た

吉
村
虎
太
郎
が
持
参
し
た
武
市
書
簡

か
ら
推
測
す
る
と
、武
市
が
龍
馬
に
持

た
せ
た
書
簡
は
「
紹
介
状
」
で
、
龍

馬
に
対
し
て
尊
王
攘
夷
の
教
育
を
施

す
こ
と
を
久
坂
に
依
頼
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。そ
の
う
え
で
武

市
は
、帰
国
後
の
龍
馬
に
自
ら
を
補
佐

さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

第
二
に
、龍
馬
は
な
ぜ
脱
藩
し
た
の

か
と
い
う
点
を
考
察
し
て
み
た
い
。文

久
元
年
末
か
ら
翌
年
に
か
け
て
、西
国

志
士
に
よ
る
義
挙
計
画
が
高
ま
り
を

見
せ
て
い
た
。薩
摩
の
樺
山
三
円
は
久

坂
に
書
簡
を
送
り
、長
州
と
の
連
携
を

模
索
し
て
い
る
。こ
う
し
た
情
勢
の
中

で
萩
に
や
っ
て
来
た
龍
馬
は
、久
坂
の

「
草
莽
崛
起
論
」
を
聞
き
、
す
っ
か
り

久
坂
に
感
化
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
思

わ
れ
る
。更
に
萩
に
と
ど
ま
っ
て
い
た

樺
山
の
使
者
・
田
中
藤
八
か
ら
薩
摩
の

情
勢
を
聞
い
た
こ
と
も
あ
り
、龍
馬
は

大
い
に
奮
発
し
、自
分
も
京
都
で
の
義

挙
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。こ
こ
に
初
め
て

龍
馬
は
「
勤
王
の
志
士
・
坂
本
龍
馬
」

と
し
て
、独
自
に
動
き
始
め
る
の
で
あ

る
。た
だ
し
こ
の
段
階
で
は
義
挙
の
具

体
的
な
期
日
等
は
示
さ
れ
ず
、ま
だ
漠

然
と
し
た
情
報
で
あ
っ
た
か
ら
、龍
馬

は
続
報
を
待
っ
て
一
旦
土
佐
に
帰
っ

た
と
思
わ
れ
る
。

龍
馬
の
一
ヶ
月
後
に
萩
を
訪
れ
た

吉
村
虎
太
郎
は
、
草
莽
義
挙
に
加
え

て
、
薩
摩
藩
国
父
・
島
津
久
光
の
率
兵

上
京
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
と
い
う

具
体
的
な
情
報
を
得
る
。
薩
摩
藩
上

京
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
決
行
さ
れ
る
草

莽
義
挙
へ
の
参
加
を
決
め
た
吉
村
は
、

す
ぐ
さ
ま
土
佐
に
帰
国
し
、
そ
の
後

脱
藩
し
て
下
関
へ
と
向
か
う
。
吉
村

の
脱
藩
に
同
行
し
た
沢
村
惣
之
丞
は
、

下
関
で
改
め
て
薩
摩
藩
の
明
確
な
動

向
を
把
握
し
、同
志
勧
誘
の
た
め
土
佐

に
戻
る
。龍
馬
は
沢
村
か
ら
得
た
情
報

に
よ
っ
て
、目
前
に
迫
っ
た
義
挙
参
加

の
た
め
の
脱
藩
を
決
意
し
、三
月
二
四

日
に
決
行
し
た
の
で
あ
る
。

第
三
に
、脱
藩
し
た
龍
馬
は
ど
う
し

て
い
た
の
か
と
い
う
点
を
考
え
て
い

き
た
い
。脱
藩
後
の
龍
馬
が
薩
摩
を
訪

れ
た
こ
と
は
、諸
史
料
か
ら
み
て
も
事

実
だ
と
思
わ
れ
る
が
、義
挙
参
加
の
た

め
に
脱
藩
し
た
龍
馬
が
な
ぜ
薩
摩
に

向
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

脱
藩
自
体
が
ど
れ
ほ
ど
の
罪
で

あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
未
だ
明
ら

か
で
な
い
部
分
も
あ
る
が
、龍
馬
に
四

月
八
日
に
発
生
し
た
吉
田
東
洋
暗
殺

の
嫌
疑
が
か
か
っ
て
い
た
の
は
事
実

で
あ
る
。
現
時
点
で
は
、脱
藩
後
の
龍

馬
の
動
向
を
、
①
吉
村
、
久
坂
ら
の
上

京
を
知
り
、後
を
追
っ
て
上
方
を
目
指

し
た
、
②
し
か
し
何
ら
か
の
理
由
で
、

吉
村
と
合
流
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

う
ち
に
、③
四
月
二
三
日
に
寺
田
屋
事

件
が
起
こ
り
、
草
莽
義
挙
計
画
が
瓦

解
、さ
ら
に
自
身
に
吉
田
東
洋
暗
殺
の

嫌
疑
が
か
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら

逃
亡
生
活
に
入
り
、④
逃
亡
す
る
中
で

九
州
を
訪
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、と
推

測
し
て
お
き
た
い
。

六
月
一
一
日
に
は
大
坂
に
い
た
と

い
う
の
が
、
史
料
で
確
認
で
き
る
脱

藩
後
の
龍
馬
の
最
初
の
足
跡
で
あ
り
、

二
ヶ
月
ほ
ど
上
方
に
滞
在
し
た
後
、江

戸
に
下
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、土

佐
藩
主
・
山
内
豊
範
の
参
勤
の
行
列

が
麻
疹
の
流
行
で
大
坂
に
足
止
め
さ

れ
て
お
り
、
脱
藩
者
で
あ
る
龍
馬
も
、

日
々
の
生
活
に
苦
労
し
て
い
た
。こ
れ

ら
の
先
の
見
え
な
い
状
況
か
ら
、龍
馬

は
、人
脈
や
土
地
勘
が
あ
る
江
戸
へ
向

か
う
方
が
賢
明
だ
と
判
断
し
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

併
せ
て
こ
の
時
期
、龍
馬
と
行
動
を

共
に
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
、間
崎
滄

浪
（
哲
馬
）
の
存
在
に
も
留
意
す
べ

き
で
あ
る
。
当
時
、
江
戸
に
は
勅
使
・

大
原
重
徳
一
行
や
前
藩
主
・
山
内
容
堂

ら
が
滞
在
し
て
お
り
、
江
戸
の
情
報

を
京
都
や
土
佐
の
同
志
に
送
る
の
が
、

間
崎
の
重
要
な
役
割
だ
っ
た
。そ
の
サ

ポ
ー
ト
役
と
し
て
、龍
馬
が
ス
カ
ウ
ト

さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。間
崎

の
海
軍
へ
の
理
解
や
多
彩
な
人
脈
は
、

文
久
二
年
後
半
の
龍
馬
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
後
、文
久
二
年
冬
の
勝
麟
太
郎

へ
の
入
門
、
翌
年
二
月
の
脱
藩
赦
免
、

さ
ら
に
青
蓮
院
宮
令
旨
事
件
で
間
崎

が
罪
を
得
た
こ
と
な
ど
か
ら
、龍
馬
は

本
格
的
に
海
軍
修
業
（
た
だ
し
主
に

は
勝
の
政
治
活
動
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
）

へ
と
進
路
を
転
じ
て
い
く
の
で
あ
る
。

研
究
発
表
会

「
史
料
か
ら
龍
馬
脱
藩
を

　
　
　  
も
う
一
度
考
え
る
」

�
知
野 

文
哉 

氏
（
坂
本
龍
馬
研
究
家
）

知野氏ご発表の様子
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そ
う
で
す
が
、
嘘
（
虚
言・フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
）
を
書
く
歴
史
小
説
家
や
ド
ラ
マ

の
脚
本
家
は
地
獄
へ
行
く
の
で
し
ょ
う

か
。
例
え
ば『
竜
馬
が
ゆ
く
』を
書
い
た

司
馬
遼
太
郎
先
生
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

実
際
に
は
地
獄
も
極
楽
も
な
い
と
は

思
い
ま
す
が
、
こ
の
紫
式
部
の
堕
地
獄

伝
説
に
は
、
事
実
と
真
実
と
の
関
係
の

問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
ま
す
。

虚
偽
と
事
実
の
間
に
こ
そ
真
実
が
あ

る
こ
と
を
「
虚
実
皮
膜
論
」
と
言
い
ま

す
が
、『
源
氏
物
語
』
の
よ
う
な
虚
言
の

小
説
こ
そ
が
「
人
間
の
真
実
」（
男
女
の

愛
慾
の
普
遍
）
を
表
現
し
て
い
る
の
だ

と
思
い
ま
す
。
歴
史
研
究
者
が
主
張
す

る
「
歴
史
の
真
実
と
は
正
し
い
事
実
の

こ
と
で
あ
っ
て
、
他
者
の
感
情
な
ど
そ

も
そ
も
不
可
知
だ
」
と
は
異
な
る
の
で

す
。事
実
は
人
間
と
は
無
関
係
で
す
が
、

真
実
を
人
間
抜
き
に
考
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
世
は
「
嘘
と
い
う
真

実
」
と
「
真
実
と
い
う
嘘
」
が
混
在
し

て
成
立
し
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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こ
ぼ
れ
話
ー
　
犬
歩
棒
当
記
（
五
十
三
）
ー

紫
式
部
が
地
獄
に
堕
ち
て宮

川
　
禎
一

大
河
ド
ラ
マ
『
光
る
君
へ
』
の
話

題
で
す
。

平
安
時
代
末
期
に
平
康
頼
が
著
し

た
『
宝
物
集
』（
新
日
本
古
典
文
学
大

系
40
）
の
「
巻
第
五
」
に
こ
ん
な
こ

と
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。

ち
か
く
は
、
紫
式
部
が
虚
言
を
も

つ
て
源
氏
物
語
を
つ
く
り
た
る
罪

に
よ
り
て
、
地
獄
に
お
ち
て
苦
患

（
く
げ
ん
）
し
の
び
が
た
し
よ
し
、

人
の
夢
に
み
え
た
り
け
り
と
て
、

歌
よ
み
ど
も
の
よ
り
あ
ひ
て
、
一
日

経
か
き
て
、
供
養
し
け
る
は
、
お

ぼ
え
給
ふ
ら
ん
も
の
を
。

平
安
時
代
末
頃
に
は
紫
式
部
は

『
源
氏
物
語
』
と
い
う
「
虚
言
の
物

語
」
を
書
い
た
罪
で
地
獄
に
堕
ち
て

苦
し
ん
で
い
る
夢
を
見
た
人
が
居
る

と
い
う
う
わ
さ
が
あ
っ
て
「
歌
よ
み

ど
も
」
す
な
わ
ち
文
芸
者
た
ち
が
集

ま
っ
て
彼
女
を
地
獄
か
ら
救
い
出
す

た
め
に
手
分
け
し
て
写
経
を
し
て
彼

女
を
供
養
し
た
（
源
氏
供
養
）
と
い

う
意
味
で
す
。
お
釈
迦
様
が
示
し
た

「
不
妄
語
の
戒
」か
ら
紫
式
部
の
こ
と

を
「
妄
言
を
書
い
て
人
を
惑
わ
し
た

者
」
と
見
る
考
え
方
で
す
。
彼
女
の

た
め
に
写
経
を
し
た「
歌
よ
み
ど
も
」

も
ま
た
三
十
一
文
字
で
虚
言
す
る
立

場
で
す
か
ら
。

「
歴
史
の
事
実
」
を
学
術
論
文
に

書
い
て
い
る
研
究
者
は
極
楽
へ
行
き

　京都市上京区紫野の紫式部墓

東
京
芝
・
増
上
寺
の
門
前
に

あ
る
安
養
院
に
立
ち
寄
る
こ
と

が
で
き
た
。
当
寺
は
旧
幕
時
代

山
内
家
と
は
非
常
に
縁
の
深
い

寺
で
あ
る
。
戊
辰
戦
争
時
に
は

官
軍
と
し
て
東
征
し
た
、
板
垣

退
助
が
大
隊
司
令
官
を
務
め
る

迅
衝
隊
を
中
心
勢
力
と
し
た
土

佐
藩
兵
の
江
戸
本
陣
が
置
か
れ

た
所
で
あ
る
。

坂
本
龍
馬
暗
殺
後
に
海
援
隊

隊
長
を
務
め
た
長
岡
謙
吉
（
明

治
六
年
に
病
死
）
夫
妻
の
墓
も

あ
る
お
寺
の
北
側
に
は
、
土
佐

藩
留
学
候
補
生
の
墓
が
四
基
安

置
さ
れ
て
い
る
。
左
奥
か
ら

迅
衝
隊
二
番
隊
長
小
島
捨
蔵

（
二
九
歳
）、小
笠
原
彦
彌（
二
六

歳
）、
川
上
友
八
（
二
八
歳
）、

谷
神
之
助
（
二
一
歳
）
で
あ
る
。

彼
等
は
板
垣
退
助
の
推
薦
に
よ

り
選
ば
れ
た
若
者
達
だ
。
明
治

維
新
に
活
躍
し
た
所
謂
戊
辰
戦

争
に
お
け
る
官
軍
側
の
功
労
者

で
あ
り
、
そ
の
功
績
を
認
め
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。

小
島
家
の
先
祖
は
、
年
譜
に

よ
る
と
長
宗
我
部
元
親
弟
吉
良

左
京
進
親
貞
に
仕
え
た
小
島
九

左
衛
門
氏
経
で
あ
る
。
主
家
滅

亡
後
浪
人
し
、
吾
川
郡
仁
ノ
村

に
住
し
た
と
あ
る
。
そ
の
数
代

後
山
内
家
二
代
藩
主
忠
義
公
に

仕
え
た
、
小
島
次
左
衛
門
重
徳

を
元
祖
と
す
る
。
代
を
重
ね
、

七
代
小
島
重
左
衛
門
徳
隣
の
次

男
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
、
小

島
捨
蔵
厳
磐
で
あ
る
。

『
慶
応
四
戊
辰
会
津
征
討
日

記　

弐
の
巻
』（
弘
田
親
厚
）

に
よ
る
と
、
土
佐
藩
は
板
垣
退

助
が
大
隊
司
令
官
を
務
め
た
迅

衝
隊
を
主
力
と
す
る
大
部
隊
と

な
っ
た
。
土
佐
軍
出
立
の
二
日

前
で
あ
る
四
月
十
八
日
の
前

後
、
旧
幕
府
軍
が
宇
都
宮
城
を

攻
略
し
、
官
軍
で
あ
る
彦
根
藩

の
隊
長
が
討
死
す
る
苦
戦
と

な
っ
た
。
土
佐
と
因
幡
の
両
藩

に
加
勢
が
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ

る
。
前
線
の
様
が
わ
か
ら
ぬ
ま

ま
下
野
国
小
山
に
達
し
た
軍
医

弘
田
親
厚
は
、
一
刻
も
早
く
駆

け
つ
け
本
藩
勢
と
死
生
を
共
に

せ
ん
と
し
た
。
途
中
に
て
賊
に

出
会
う
な
ら
ば
、
存
分
に
勇
戦

東
京
に
先
祖
の
墓
を
訪
ね
て

し
潔
く
討
死
せ
ん
と
、
一
同
は

草
鞋
を
か
え
帯
も
引
き
締
め
て

兵
粮
米
を
食
し
、
か
ね
て
携
え

て
あ
る
銃
丸
を
も
込
め
替
え
、

無
用
の
品
は
打
ち
捨
て
身
軽
く

出
発
。
何
時
に
で
も
賊
と
打
ち

合
う
覚
悟
に
て
・・・
悲
壮
な
覚

悟
で
小
山
を
出
発
し
た
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
医
師
た
ち
も
戦
闘

員
の
一
員
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

四
月
二
十
二
日
、
風
雨
の
中

を
一
時
も
早
く
前
軍
の
戦
い
に

加
わ
ら
ん
と
、
韋
駄
天
の
ご
と

く
走
り
、
よ
う
や
く
壬
生
の
城

に
入
っ
た
。
下
野
国
安
塚
村
で

激
戦
と
な
り
、
小
島
捨
蔵
第
二

小
隊
長
、
眞
辺
戒
作
第
六
小
隊

長
等
二
十
数
人
が
負
傷
し
枕
を

並
べ
て
横
た
わ
っ
て
い
た
と
あ

り
、乱
戦
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。そ

の
時
の
こ
と
を
谷
干
城
も
記
し

て
い
る
。
味
方
が
少
数
で
あ
る

こ
と
を
敵
に
悟
ら
れ
ぬ
よ
う
、

砲
を
う
ち
、虚
勢
を
張
り
、防
御

厳
重
の
体
を
示
す
と
あ
る
。
大

鳥
圭
助
率
い
る
旧
幕
府
軍
は
、

谷
干
城
等
の
偽
装
工
作
が
功
を

奏
し
、
壬
生
城
突
入
を
断
念
し

た
。

~
中
編
に
つ
づ
く
~

小 島　一 男
（執筆者）

~
前
編
~


